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女性活躍とは？ 定義について
労働市場への進出 → 女性の労働力人口
労働環境の改善 → 男女間の賃金格差、就業形態
ワークライフ・バランス → 働き方のフレキシビリティ
就業・経営上の地位 → 女性の登用
社会での活躍 → 言論界のリーダー、政治家、研究者等
経済格差 → 男女間の経済的格差
社会的意識 → 活躍志向 vs. 専業主婦志向

どのように定義可能か？



改善しつつあるM字カーブ。しかし…
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女性の働き方
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資料：総務省「国勢調査」、「労働力調査」

Calculation by Author

OECD ”Labour Statistics”

世界187か国全体の一人当たりGDPの男女比は、男性を100
とすると女性は49.0、日本はそれを下回る43.1。



女性の社会進出と生産性

女性の社会進出は生産性を低下させている
のか、それとも生産性の低い産業を中心に
進出しているのか？
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女性の社会進出と出生率

出所：内閣府「少子化社会白書」（2005年度版）

TFR=3.44-0.05×労働力率(%)+0.000384×労働力率(%)^2
(21.3)(-9.73)                 (8.69)                      
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TFRの将来試算
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ベースラインケース
1）経済成長率：内閣府(2005.2)「中長期の経済財政に関する試算」
ベースラインケース
2）児童家族関係給付費対GDP比 1.2％➔2.0％（2035年）（社人研
「社会保障給付費」）

シミュレーション1
1）GDP：ベースラインケース
2）児童家族関係給付費対GDP比 1.2％のまま

シミュレーション2
1）GDP：経済再生ケース
2）児童家族関係給付費対GDP比 1.2％のまま

出所：加藤・中野(2015)「少子化対策と出生動向に関する将来シミュレーション」（未定稿）
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どうすれば社会保障給付の対象を高齢者から現役
世代にシフトさせていくことができるか？


